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(57)【要約】
　加熱された印刷要素とブロッターとを接触させること
で軟化又は溶融された未硬化の感光性ポリマーを刷版か
ら取り除くことができるように、感光性ポリマーの未硬
化部分が選択的に溶融又は軟化する温度に印刷要素が加
熱される画像形成及び露光された感光性ポリマー印刷要
素を現像する方法が開示される。取り除かれた未硬化の
感光性ポリマーの画像は、暗色に着色されたブロッター
を使用することで分かりにくくするため、印刷作業のセ
キュリティー性が改善される。
【選択図】図２



(2) JP 2012-508396 A 2012.4.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋した感光性ポリマー及び未架橋の感光性ポリマーを含むフレキソ印刷要素を現像す
る方法であって、
　ａ）フレキソ印刷要素を支持する工程、
　ｂ）前記フレキソ印刷要素上の未架橋の感光性ポリマーを溶融又は軟化する工程、
　ｃ）少なくとも１つのロールを用いて前記フレキソ印刷要素の表面とブロッターとを接
触させる工程、
　ｄ）前記フレキソ印刷要素の表面の少なくとも一部に対して前記少なくとも１つのロー
ルを回転して、前記フレキソ印刷要素から前記未架橋の感光性ポリマーを除去し、前記未
架橋の感光性ポリマーを前記ブロッターに移動させる工程
を含み、
　移動した前記未架橋の感光性ポリマーにより前記ブロッターに形成された画像が肉眼で
認識できないように前記ブロッターが着色されていることを特徴とする方法。
【請求項２】
　ブロッターが黒、青、茶、及び緑からなる群から選択される色である請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　ブロッターが黒である請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、刷版及び印刷スリーブを含むフレキソ印刷要素の熱現像方法及び装置に関す
る。
【０００２】
　フレキソ印刷は、一般的に大量生産に使用される印刷方法である。フレキソ印刷は、紙
、板紙素材、段ボール、フィルム、フォイル、及び合板等の多様な被印刷物に対する印刷
に用いられる。新聞、及び食料雑貨入れの袋（ｇｒｏｃｅｒｙ　ｂａｇ）が主な例である
。平滑性の悪い面及び伸縮性フィルムは、フレキソ印刷を用いた場合のみ経済的に印刷可
能である。フレキソ刷版は、画像要素を開口領域の上方に隆起させた凸版である。このよ
うな版は、主にその耐性及び作製容易性により、多くの長所をプリンターに提供する。
【０００３】
　感光性ポリマー印刷要素は、一般的に「平らな」シート形状で使用されるが、印刷要素
をｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｉｎ―Ｔｈｅ―Ｒｏｕｎｄ（ＣＩＴＲ）感光性ポリマースリー
ブとして連続円柱形状で使用するという特別な適用及び利点がある。ＣＩＴＲ感光性ポリ
マースリーブは、フレキソ印刷プロセスにデジタル画像化、正確な位置決め、速い取り付
け、版のリフトが無い等の利点を加える。ＣＩＴＲスリーブは、壁紙、装飾用紙、ギフト
用ラッピング包装紙、及びテーブルクロス等のその他の連続デザイン等、連続デザインの
フレキソ印刷に利用される。ＣＩＴＲスリーブは、印刷の質に関してグラビア及びオフセ
ットに対するフレキソ印刷の競争力をより高めることができる。
【０００４】
　製造業者により供給される標準的なフレキソ刷版は、バック層すなわち支持層、１つ以
上の未露光の光硬化性層、保護層すなわちスリップフィルム、及びカバーシートの順から
なる多層体である。標準的なＣＩＴＲ感光性ポリマースリーブは、一般的に、スリーブキ
ャリヤ（支持層）及び該支持層の上に少なくとも１つの未露光の光硬化性層を含む。
【０００５】
　フレキソプリプレス印刷工業では、刷版から印刷へより迅速に進めるために、レリーフ
像現像において印刷要素の化学処理の必要性を無くすことも非常に望まれている。感光性
ポリマー刷版を熱を使用して作製し、硬化した感光性ポリマーと未硬化の感光性ポリマー
の溶融温度の差を利用して潜像を現像するプロセスが開発されている。このプロセスの基
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本パラメータは、特許文献１～８に開示されるように公知であり、これらの各内容を、参
照することにより全体を本願に援用する。これらのプロセスにより、現像溶媒を除くこと
、及び該溶媒を除去するために必要な版の長い乾燥時間を除くことが可能となる。このプ
ロセスの速度及び効率性により、迅速な納期及び高い生産性が重要である新聞及び他の出
版物印刷用のフレキソ刷版の製造への該プロセスの使用が可能となる。
【０００６】
　感光性ポリマー層は、所望の画像形成を可能にし、かつ印刷面を提供する。使用する感
光性ポリマーは、概して、バインダー、モノマー、光開始剤、及びその他の性能添加剤を
含む。本発明の実施に際して有用な感光性ポリマー組成物は、特許文献９に記載の組成物
を含み、その内容を参照することにより全体を本願に援用する。バインダーとして、ポリ
スチレン－イソプレン－スチレン、ポリスチレン－ブタジエン－スチレン、ポリウレタン
及び／又はチオール－エン（ｔｈｉｏｌｅｎｅｓ）に基づくものなどの様々な感光性ポリ
マーが使用され得る。好適なバインダーは、ポリスチレン－イソプレン－スチレン、及び
ポリスチレン－ブタジエン－スチレンであり、特に好ましくは、前記のブロック共重合体
である。
【０００７】
　感光性ポリマーの組成は、硬化したポリマーと未硬化のポリマーとの溶融温度に実質的
な相違がなければならない。まさにこの相違によって、加熱時に感光性ポリマーへの画像
形成が可能となる。未硬化の感光性ポリマー（即ち、感光性ポリマーの化学線により接触
しない部分）は、溶融又は実質的に軟化するが、硬化した感光性ポリマーは、選択された
温度で固体のまま変わらない。よって、溶融温度の相違により、未硬化の感光性ポリマー
の選択的除去が可能になり、結果的に画像が形成される。
【０００８】
　そして、印刷要素は、化学線により選択的に露光される。選択的露光は、従来３つの関
連方法の１つで成し遂げられる。第１の方法は、透過領域、及びほぼ不透過な領域を有す
るネガを使用して、刷版要素に対する化学線の透過を選択的に遮断する。第２の方法は、
感光性ポリマー層を、自身もレーザによってアブレーションされやすい化学線が（ほぼ）
不透過な層で被覆する。そして、レーザを使用して、該化学線不透過層の選択された領域
を除去し、その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ）でネガを形成する。そして、印刷要素を該その場（
ｉｎ　ｓｉｔｕ）で作製したネガを介してフラッド露光する。第３の方法は、化学線の集
束ビームを使用して感光性ポリマーを選択的に露光する。これらの他の方法はいずれも、
感光性ポリマーを化学線により選択的に露光することで、感光性ポリマー部分を選択的に
硬化するという能力においては、許容され得る結果をもたらす。
【０００９】
　印刷要素の感光性ポリマー層が化学線により選択的に露光されれば、熱を使用して現像
が可能となる。そのように、印刷要素は、通常少なくとも約７０℃に加熱される。正確な
温度は、使用される特定の感光性ポリマーの特性によって決まる。しかしながら、現像温
度の決定には２つの主な要因が考慮されるべきである。
　１．現像温度は、好ましくは未硬化の感光性ポリマーの下限溶融温度と硬化した感光性
ポリマーの上限溶融温度との間で設定される。これにより、感光性ポリマーが選択的に除
去されるため、結果的に画像が形成される。
　２．現像温度が高ければ高いほど、工程所要時間はより少なくなる。しかしながら、現
像温度は、硬化した感光性ポリマーの溶融温度を超える程高すぎるべきではなく、又は硬
化した感光性ポリマーが劣化する程高すぎるべきではない。温度は、未硬化の感光性ポリ
マーを溶融、又は実質的に軟化するのに十分であるべきで、これにより未硬化の感光性ポ
リマーを除去することができる。
【００１０】
　加熱された印刷要素が現像されると、未硬化の感光性ポリマーは、溶融、即ち除去可能
である。多くの場合、加熱された印刷要素を、軟化又は溶融した未硬化の感光性ポリマー
を吸収、或いは除去する材料と接触させる。この除去プロセスは、一般的に「拭取り（ｂ
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ｌｏｔｔｉｎｇ）」と称される。拭取りは、通常、吸収性布を使用して達成される。織布
又は不織布が使用されるが、該布は使用温度に耐えることができる限り、ポリマー製、又
は紙でもよい。一般的に、吸取り布は、セレックス（Ｃｅｒｅｘ）（登録商標）等の白色
不織布である。これらの白色材料を使用することで、刷版の画像が布から分かってしまう
ことが欠点である。これは、布を処分する際に印刷画像を見ることが可能であるという点
でセキュリティー上の問題を生じる。ほとんどの場合、拭き取りはローラを使用して、材
料と加熱された刷版とを接触させることで行われる。
【００１１】
　特許文献２は、吸収性シート材料を使用することによる感光性ポリマーの未硬化部分の
除去を開示し、この主題を参照することにより全体を本願に援用する。未硬化の感光性ポ
リマー層は、導電、対流、又は他の加熱方法により、溶融が生じるのに十分な温度に加熱
される。吸収性シート材料を、光硬化性層とほぼ密接に接触維持することで、未硬化の感
光性ポリマーは、感光性ポリマー層から吸収性シート材料に移動する。加熱状態の間に、
吸収性シート材料は支持層と接触する硬化した感光性ポリマー層から剥離され、レリーフ
構造が現れる。冷却後、得られるフレキソ刷版は、刷版シリンダーに取り付け可能である
。
【００１２】
　拭取プロセスの完了後、好ましくは、同一装置内で刷版要素を更に化学線により後露光
し、次いで冷却を経て、使用可能な状態となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】米国特許第５，２７９，６９７号明細書
【特許文献２】米国特許第５，１７５，０７２号明細書（Ｍａｒｔｅｎｓ）
【特許文献３】米国特許第３，２６４，１０３号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００３／０１８０６５５号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２００３／０２１１４２３号明細書
【特許文献６】国際公開第０１／８８６１５号パンフレット
【特許文献７】国際公開第０１／１８６０４号パンフレット
【特許文献８】欧州特許出願公開第１２３９３２９号明細書
【特許文献９】米国特許出願第１０／３５３，４４６号明細書（２００３年１月２９日出
願）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　このように、当該技術分野において、拭取材料に残った画像を隠す又は分かりにくくす
ることでセキュリティー性を向上することができる改良された拭取システムが依然として
必要とされている。従って、本発明の目的は、拭取材料に残った画像を分かりにくくする
ことで、プロセス全体のセキュリティー性を向上させる改良された拭取材料を開示するこ
とである。
【００１５】
　本発明は、フレキソ印刷要素の画像形成面から未硬化の感光性ポリマーを取り除く改良
された熱現像方法を含む。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　好適な実施形態において、前記方法は、
(ｉ) フレキソ印刷要素の一部が硬化した感光性ポリマーを含み、及び一部が未硬化の感
光性ポリマーを含むように事前に化学線により選択的に露光したフレキソ印刷要素を支持
する、好ましくは循環又は回転する工程；並びに
（ｉｉ）前記フレキソ印刷要素を熱現像する工程、を含み、
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前記工程（ｉｉ）が
　ａ）前記フレキソ印刷要素を熱に曝すことで、フレキソ印刷要素上の未硬化の感光性ポ
リマーを軟化又は溶融する工程、及び
　ｂ）前記フレキソ印刷要素から未硬化の感光性ポリマーが除去されるように前記加熱し
たフレキソ印刷要素を拭取材料と接触させる工程
を含み、
　前記未硬化の感光性ポリマーによってブロッターに形成された画像が肉眼で認識できな
いようにブロッターが着色されている。
【００１７】
　一実施形態において、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面で未架橋の感光性ポリ
マーを軟化又は溶融する手段は、ブロッターとフレキソ印刷要素の画像形成面とを接触さ
せるために使用する少なくとも１つのロールを加熱することを含む。本発明の他の実施形
態において、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面に未架橋の感光性ポリマーを軟化
又は溶融する手段は、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面に隣接するように加熱器
を配置することを含む。また、加熱されたロールと外部加熱器は一緒に使用することもで
きる。
【００１８】
　本発明は、また、フレキソ印刷要素の熱現像方法を含み、該方法は、
　ａ）フレキソ印刷要素を支持及び回転する工程、
　ｂ）任意ではあるが好ましくは、前記フレキソ印刷要素の画像形成面を１つ以上の化学
線源により露光する工程、
　ｃ）前記フレキソ印刷要素の画像形成面の未架橋のポリマーを熱で溶融又は軟化する工
程、
　ｄ）少なくとも１つのロールを使用して前記フレキソ印刷要素の画像形成面とブロッタ
ーとを接触させる工程、及び
　ｅ）前記少なくとも１つのロールを前記フレキソ印刷要素の画像形成面の少なくとも一
部に対して回転させ、前記ブロッターが前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成面か
ら前記未架橋の感光性ポリマーを取り除く工程、
を含み、
　前記未硬化の感光性ポリマーによって前記ブロッターに形成された画像が肉眼で認識で
きないように前記ブロッターが着色されている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の実施に有用な熱現像装置の一実施形態を示す。
【図２】図２は、本発明の一実施形態の実施に有用な熱現像装置の異なる図であり、円柱
状印刷要素を長さ方向に横移動する加熱されたローラーの動きを示す。
【図３】図３は、対向するヘッドを使用して、画像形成速度を向上させ、ロールのたわみ
、及び機械の剛性設計問題を除いた本発明の実施に有用な熱現像装置の他の実施形態を示
す。
【図４】図４は、露光工程及び現像工程が同じ装置で同時に行われる本発明の一実施形態
を示す。
【図５】図５は、露光現像複合装置が印刷要素を粘着除去及び後露光する装置を更に含む
本発明の他の実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、レリーフ像印刷要素を作製するプロセス中に、レリーフ像印刷要素の画像形
成面から未架橋のポリマーを取り除く装置を使用する方法に関する。
【００２１】
　フレキソ印刷要素は、印刷要素の表面にレリーフ像を形成するために、光硬化性印刷ブ
ランクを画像形成することで、光硬化性印刷ブランクから作製される。これは、一般的に
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光硬化性材料を化学線により選択的に露光することで達成され、該露光は、照射領域で光
硬化性材料を硬化すなわち架橋するように作用する。
【００２２】
　光硬化性印刷ブランクは、適切なバック層上に未硬化の光硬化性材料層を１つ以上含む
。光硬化性印刷ブランクは、連続（シームレス）スリーブの形態であるか、又はキャリア
スリーブに取り付ける平らな板であり得る。版は、真空、接着剤及び／又は機械的クラン
プ等の適切な手段でキャリアスリーブに取り付けてもよい。
【００２３】
　そして、３つの関連方法の１つで、印刷要素は、化学線により選択的に露光される。第
１の方法は、透過領域、及びほぼ不透過な領域を有するネガを使用して、刷版要素に対す
る化学線の透過を選択的に遮断する。第２の方法は、感光性ポリマー層を、自身もレーザ
によってアブレーションされやすい化学線が（ほぼ）不透過な層で被覆する。そして、レ
ーザを使用して、該化学線不透過層の選択された領域を除去し、その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ
）でネガを形成する。そして、印刷要素を該その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ）で作製したネガを
介してフラッド露光する。第３の方法は、化学線の集束ビームを使用して感光性ポリマー
を選択的に露光する。これらの他の方法はいずれも、感光性ポリマーを化学線により選択
的に露光することで、感光性ポリマー部分を選択的に硬化するという能力においては、許
容され得る結果をもたらす。
【００２４】
　好適な実施形態において、印刷要素は、レーザアブレーションされやすい一般的にカー
ボンブラックを含む化学線が（ほぼ）不透過な層で被覆される感光性ポリマー層を有する
。レーザは、好ましくは、赤外線レーザであり、該化学線不透過層の選択された領域を除
去するために使用され、その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ）でネガを形成する。この手法は公知で
あり、米国特許第５，２６２，２７５及び６，２３８，８３７号明細書（Ｆａｎ）、並び
に米国特許第５，９２５，５００号明細書（Ｙａｎｇ他）に開示され、これらの各内容を
参照することにより全体を本願に援用する。
【００２５】
　そして、レーザアブレーション中に露呈された感光性ポリマー層の選択領域は、化学線
により露光され、その場（ｉｎ　ｓｉｔｕ）で作製したネガに覆われていない感光性ポリ
マー層部分が架橋及び硬化する。使用する照射の種類は、光重合性層中の光開始剤の種類
によって決まる。光重合性層上に残る赤外線感光層中の放射線不透過材料は、その下にあ
る材料に対する照射を防止するため、放射線不透過材料によって保護されるこれらの領域
は重合しない。放射線不透過材料に保護されない領域は、化学線照射されて重合し、架橋
及び硬化する。任意の従来の化学線源がこの露光工程に使用できる。適切な可視線、又は
紫外線源は、カーボンアーク、水銀アーク、蛍光灯、電子フラッシュ装置、電子ビーム装
置、及び写真用フラッドランプ等が挙げられる。
【００２６】
　次に、印刷要素の感光性ポリマー層が熱現像されて、感光性ポリマー層の硬化した部分
に支障をきたさずに感光性ポリマーの未硬化（すなわち、未架橋）部分が除去され、レリ
ーフ像が形成される。
【００２７】
　印刷要素の熱現像装置は、一般的に、
　（ｉ）フレキソ印刷要素を支持、好ましくは循環即ち回転する手段と、
　（ｉｉ）任意ではあるが好ましくは、前記フレキソ印刷要素の画像形成面を化学線によ
り露光する手段と、
　（ｉｉｉ）前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成面を熱現像する手段と
を有し、
　前記熱現像手段は、一般的に、
　ａ）前記フレキソ印刷要素に熱を加えて、前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成
面の未架橋の感光性ポリマーを軟化、又は溶融させる手段と、
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　ｂ）前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成面の軟化、又は溶融した未架橋の感光
性ポリマーを除去するため、拭取材料を前記フレキソ印刷要素の画像形成面と接触させる
ことができ、且つ前記フレキソ印刷要素の画像形成面の少なくとも一部上を移動させるこ
とができる少なくとも１つのロールと、
　ｃ）前記少なくとも１つのロールと前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成面との
接触を維持する手段とを有する。
【００２８】
　図１に示すように、熱現像装置（１０）は、一般的に、フレキソ印刷要素（１６）の画
像形成面（１４）と接触可能な少なくとも１つのロール（１２）と、該少なくとも１つの
ロール（１２）とフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）との接触を維持する手
段（１８）とを有する。一実施形態において、少なくとも１つのロール（１２）が加熱さ
れて、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）の少なくとも一部上を移動する際
に、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）上の未架橋のポリマーは、少なくと
も１つの加熱性ロール（１２）により溶融及び除去される。他の実施形態において、ロー
ル（１２）の前に熱源（５０）を配置してフレキソ印刷要素の露光された画像形成面の未
架橋のポリマーが軟化、又は溶融され、ロール（１２）で除去される。熱源（５０）を加
熱ロール（１２）と併用してフレキソ印刷要素の画像形成面上の未架橋のポリマーを少な
くとも部分的に軟化、又は溶融させてもよい。
【００２９】
　熱現像装置は、任意で、互いに隣接及び離間して対向配置可能であり、且つフレキソ印
刷要素（１６）の画像形成面（１４）とそれぞれ接触維持可能な２つのロール（１２）及
び（２４）を含んでもよい。２つのロール（１２）及び（２４）をフレキソ印刷要素（１
６）の画像形成面（１４）と接触させると、２つのロール（１２）及び（２４）は、フレ
キソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）に対して自動的にセンタリングする。
【００３０】
　熱源（５０）は、一般的に、赤外線加熱器、又は温風加熱器であるが、本発明の実施に
おいて他の熱源も使用でき、それらは、当業者に公知である。好適な実施形態において、
熱源は赤外線加熱器である。代わりに、或いは追加として、少なくとも１つのロールが熱
源を内蔵した加熱ローラーであってもよい。
【００３１】
　少なくとも１つのロール（１２）とフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と
の接触を維持する手段（１８）は、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）に対
して少なくとも１つのロール（１２）を押し付ける役割をするエアシリンダー又は油圧シ
リンダーを一般的に含む。少なくとも１つのロール（１２）とフレキソ印刷要素（１６）
との接触を維持する他の手段も当業者に公知である。
【００３２】
　フレキソ印刷要素（１６）は円柱状フレキソ印刷要素、即ち、印刷スリーブとして描写
されているが、上述のように、本発明は円柱状フレキソ印刷要素に限定されず、平らなフ
レキソ印刷要素の画像形成面からの未架橋のポリマーの除去にも使用できる。平らなフレ
キソ印刷要素は、刷版として使用してもよいし、あるいは円柱状の軸の周りに巻き付けて
円柱状印刷要素として使用してもよい。
【００３３】
　好適な実施形態において、熱現像装置は、少なくとも１つのロール（１２）の少なくと
も一部上に配置される拭取材料（２０）を含む。よって、少なくとも１つのロール（１２
）が加熱されてフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と接触する際に、フレキ
ソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）上の未架橋の感光性ポリマーは、加熱されたロ
ール（１２）により溶融され、及び拭取材料（２０）により除去される。また、加熱源（
５０）は、未架橋の感光性ポリマーを溶融又は軟化し、少なくとも１つのロールの少なく
とも一部に配置する拭取材料（２０）が溶融又は軟化したポリマーを除去する。
【００３４】
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　拭取材料（２０）は、通常、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と接触す
る少なくとも１つのロール（１２）の少なくとも一部の下部、及び周りに掛架される。拭
取材料（２０）は、拭取材料（２０）の離れた材料源（不図示）から少なくとも１つのロ
ール（１２）に継続的に供給される。熱現像装置は、更に巻取装置（不図示）を含み、除
去した未架橋の感光性ポリマーを含む拭取材料（２０）を取り除くために使用される。
【００３５】
　拭取材料は、好ましくは、紙、織布又は不織布を含む。使用可能な拭取材料は、スクリ
ーンメッシュ、及び吸収性布を含み、該吸収性布は、ポリマー製、及び非ポリマー製の布
を含む。本発明の目的のために、拭取材料は暗色であることが重要である。概して、暗け
れば暗いほど良い。一般的に、黒、茶、青、緑が十分であり、黒が好ましい。ブロッター
は、取り除かれた未硬化の感光性ポリマーによって形成されたブロッター上の画像が肉眼
で見ることが出来ない程度に暗いことが必要である。概して、ブロッターは、ポリエステ
ル又はナイロンからなる不織布を含み、ナイロンが好ましい。布の坪量は、１オンス／平
方ヤード～２オンス／平方ヤードである。布は、一層又は多層を含む。布の一つとしては
、セレックス（ＣＥＲＥＸ）（登録商標）が挙げられるが、セレックスは白色で市販され
ているので、もし、暗色に着色された形態であれば適切である。ブロッターは使用後ごみ
として処分されるので、処分されたブロッターに何が印刷されたのか画像を確認するのを
阻止することでセキュリティー性が増すため、着色は有用である。
【００３６】
　他の実施形態において、熱現像装置は、少なくとも１つのロール（１２）又は（２４）
に隣接配置可能であるドクターブレード（２８）を含み、第２のロール（２４）に隣接配
置されて示される。少なくとも１つのロール（２４）がフレキソ印刷要素（１６）の画像
形成面（１４）から未架橋の感光性ポリマーを除去する際に、ドクターブレード（２８）
は、少なくとも１つのロール（２４）の表面から未架橋の感光性ポリマーを拭取る。
【００３７】
　熱現像装置は、ブロッターが未硬化の感光性ポリマーを除去するようにフレキソ印刷要
素（１６）の画像形成面（１４）の少なくとも一部上で少なくとも１つのロール（１２）
を回転して、フレキソ印刷要素の画像形成面（１４）から未架橋のポリマーを除去する。
好ましくは、少なくとも１つのロール（１２）は、第１方向（３０）に回転し、且つ円柱
状フレキソ印刷要素（１６）は、少なくとも１つのロール（１２）とは反対方向（３２）
に回転する。
【００３８】
　熱現像装置は、少なくとも１つのロールを円柱状フレキソ印刷要素の長さ方向に沿って
横移動可能にする手段（２６）（図４）を含み、該手段は、通常１つ以上の往復キャリッ
ジを含む。この設計上の特徴の利点は、印刷要素の表面を横切るロールの移動により、本
発明の改良された熱現像装置が様々な長さ及び直径の印刷要素に対応して調整可能となる
ことである。この場合、少なくとも１つのロールは、印刷要素を長さ方向すなわち外周に
沿って回転し、また、印刷要素の幅方向に沿って回転軸に平行な方向にも移動する。
【００３９】
　拭取材料（２０）をフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と接触する第１の
ロール（１２）の少なくとも一部の下部、及び周りに掛架し、拭取材料（２０）を２つの
ロール（１２）及び（２４）の間に位置する１つ以上のトラックロール（３６）の周りに
掛架し、そして、拭取材料（２０）をフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と
接触可能な第２のロール（２４）の少なくとも一部の下部、及び周りに掛架することで、
拭取材料（２０）が、２つのロール（１２）及び（２４）に継続的に供給されてもよい。
【００４０】
　図３に示すように、熱現像装置は、円柱状フレキソ印刷要素（１６）の反対側の対向位
置に配置可能な１つ以上の追加的なロール（４０）及び（４２）を更に含んでもよい。１
つ以上の追加的なロール（４０）及び（４２）は、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成
面（１４）の少なくとも一部との接触を維持可能である。１つ以上の追加的なロール（４
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０）及び（４２）は、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）と接触する際に、
画像形成速度だけでなくフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）からの樹脂の除
去量も増加することができる。２つの追加的なロール（４０）及び（４２）の使用により
、大きな平面機械において平らでない床部（ｆｌｏｏｒ）を生じる可能性があるロールの
たわみ、及び機械の剛性設計問題も排除し得る。また、拭取材料と樹脂とが互いに反発し
合うので、拭取材料を樹脂に押し込むために高い押力が必要である。よって、本発明の改
良された設計上の特徴により、印刷スリーブが処理されている間、印刷スリーブを支持す
るための非常により軽い材料（すなわち、スチール製支持軸の代わりにファイバーグラス
）の使用が可能となる。
【００４１】
　図４に示すように、装置は、フレキソ印刷要素の露光と熱現像との両方の手段を含んで
もよい。
　図４に示す本発明の改良された露光熱現像装置（１０）は、通常、フレキソ印刷要素（
１６）の長さ方向を横移動可能なキャリッジ（２６）に取り付けられた１つ以上の化学線
源（５２）を含む。１つ以上の化学線源（５２）は、通常、フレキソ印刷要素（１６）の
画像形成面（１４）を選択的に露光及び硬化可能な１つ以上の紫外線源を含む。
【００４２】
　キャリッジ（２６）は、フレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）の長さ方向上
を１つ以上の化学線源（５２）を横移動してフレキソ印刷要素（１６）を硬化する。キャ
リッジ（２６）がフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）の長さ方向を横移動す
る間に、フレキソ印刷要素（１６）は、第１方向（３０）に継続的に回転し、フレキソ印
刷要素（１６）の画像形成面全体が露光されてフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（
１４）が硬化する。
【００４３】
　少なくとも１つのロール（１２）は、１つ以上の化学線源（５２）と同じキャリッジ（
２６）に取り付けられるか、又は、１つ以上の化学線源（５２）とは別のキャリッジ（不
図示）に取り付けられる。図１に示すように、装置は、また、少なくとも１つのロール（
１２）とフレキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）との間で接触を維持する手段（
１８）を含む。
【００４４】
　少なくとも１つのロール（１２）は、１つ以上の化学線源（５２）が予め横移動したフ
レキソ印刷要素（１６）の画像形成面（１４）の少なくとも一部上を移動して、フレキソ
印刷要素（１６）の画像形成面（１４）上の未架橋の感光性ポリマーを除去する。
【００４５】
　好適な実施形態において、フレキソ印刷要素（１６）は、第１方向（３０）に回転する
と同時に、ロール（１２）が第２方向（３２）に回転する。フレキソ印刷要素（１６）は
、露光及び現像工程間に第１方向（３０）に継続的に回転することで、フレキソ印刷要素
（１６）の画像形成面（１４）全体が露光及び現像可能となる。キャリッジ（２６）がフ
レキソ印刷要素（１６）の長さ方向を横移動するにつれて印刷スリーブが回転するこのプ
ロセスの螺旋性が、全ての大きさの印刷要素（１６）の全域で均一な露光及び現像を確実
にする。
【００４６】
　他の実施形態において、図５に示すとおり、本発明の改良された熱現像装置（１０）は
、フレキソ印刷要素（１６）が１つ以上の紫外線（５２）で露光され、且つ少なくとも１
つのロール（１２）で熱現像されるとすぐに、フレキソ印刷要素（１６）を粘着除去、及
び後硬化する装置（５４）を更に含む。本発明の装置（１０’’）内で粘着除去、及び後
硬化する装置（５４）を使用すると、印刷要素の取扱、すなわち、印刷要素を次の装置に
移動する必要が無くなり、より正確で精密な印刷要素を提供する。
【００４７】
　本発明は、また、少なくとも１つのロールでフレキソ印刷要素の画像形成面から未架橋
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橋のポリマーを除去する直前に、フレキソ印刷要素を選択的に化学線により露光して、フ
レキソ印刷要素の画像形成部分を選択的に架橋及び硬化する。
【００４８】
　前記方法は、概して、次の工程を含む。
　ａ）フレキソ印刷要素を支持する、好ましくは回転する工程。
　ｂ）任意ではあるが好ましくは、前記フレキソ印刷要素の画像形成面を化学線により露
光することで、前記フレキソ印刷要素の画像形成面を架橋及び硬化する工程。
　ｃ）前記フレキソ印刷要素の露光された画像形成面上の未架橋のポリマーを溶融又は軟
化する工程。
　ｄ）少なくとも１つのロールを用いて、前記フレキソ印刷要素の画像形成面とブロッタ
ーとを接触させる工程。
　ｅ）前記フレキソ印刷要素の画像形成面の少なくとも一部に対して前記少なくとも１つ
のロールを回転して、前記フレキソ印刷要素の画像形成面から軟化又は溶融した未架橋の
感光性ポリマーを除去し、前記ブロッターに移動させる工程。
　移動した未硬化の感光性ポリマーにより前記ブロッターに形成された画像が肉眼で認識
できないように前記ブロッターが着色されている。
【００４９】
　少なくとも１つのロールは、円柱状フレキソ印刷要素を長さ方向に螺旋状に、又は段階
的に横移動してもよい。好適な実施形態において、全ての未架橋のポリマーがフレキソ印
刷要素の画像形成面から除去されるまで、少なくとも１つのロールは、フレキソ印刷要素
を長さ方向に１回、又は複数回横移動する。ロールは、回転軸がフレキソ印刷要素の回転
軸と平行でなく、フレキソ印刷要素の回転軸に対して直角であるような角度も成し得る。
【００５０】
　一実施形態において、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面に接触する少なくとも
１つのロールを加熱することで、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面上の未架橋の
感光性ポリマーが溶融又は軟化する。
【００５１】
　他の実施形態において、フレキソ印刷要素の露光された画像形成面の未架橋の感光性ポ
リマーを軟化又は溶融するために加熱器をフレキソ印刷要素の露光された画像形成面に隣
接配置することで未架橋の感光性ポリマーは溶融又は軟化され、そして、少なくとも１つ
のロールにより除去される。加熱されたロール及び赤外線加熱器は、また、未架橋の感光
性ポリマーの除去を更に促進するために一緒に使用される。使用される場合は、少なくと
も１つの加熱されたロールは、通常、未硬化の感光性ポリマーの下限溶融温度と硬化した
感光性ポリマーの上限溶融温度との間の温度に維持される。これにより、感光性ポリマー
の選択的な除去が可能となり、画像が形成される。好ましくは、少なくとも１つの加熱さ
れたロールは、約華氏３５０度から約華氏４５０度の温度に維持される。
【００５２】
　上述のように、好適な実施形態において、１つ以上の化学線源は１つ以上の紫外線であ
る。必要であれば、化学線源は、印刷要素の過度な加熱を防ぐためにフィルターを含んで
もよい。
【００５３】
　他の実施形態において、方法は、更に、露光及び熱現像された印刷要素を粘着除去及び
後露光する工程を含む。
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